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特派員の目 ソウル

　

日
本
を
訪
れ
た
韓
国
人
は

2
0
2
5
年
、
約
9
4
6
万
人
で
、

史
上
最
多
を
更
新
し
た
。
そ
れ
で
も

飽
き
足
ら
ず
、
韓
国
国
内
で
も
「
日

本
」
を
楽
し
み
た
い
人
が
訪
れ
る
場
所
が
あ
る
。

　

首
都
ソ
ウ
ル
の
中
心
部
か
ら
車
で
約
1
時
間
の
京
キ
ョ
ン

畿ギ

道ド

東ト
ン

豆ド
ゥ

川チ
ョ
ン

市
に
あ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
に
じ
も
り
ス
タ
ジ
オ
」。

施
設
内
に
入
る
と
、
韓
国
人
店
員
か
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
！
」
と
日
本
語
で
声
を
掛
け
ら
れ
る
。

　

約
4
万
平
方
㍍
の
敷
地
内
に
は
純
和
風
の
家
屋
が
建
ち
並

ぶ
。
す
し
や
天
ぷ
ら
、
う
ど
ん
な
ど
日
本
食
の
飲
食
店
が
並

び
、
着
物
の
貸
し
出
し
コ
ー
ナ
ー
や
宿
泊
で
き
る
和
風
旅
館

も
。
小
さ
な
城
の
建
設
ま
で
進
む
。

　

入
場
料
は
2
万
㌆
（
約
2
1
0
0
円
）
と
安
く
は
な
い
が
、

若
者
や
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。
ソ
ウ
ル
か
ら
恋
人
と
来
た

男
性
会
社
員
（
31
）
は
「
毎
月
で
も
日
本
に
行
き
た
い
が
、

旅
行
は
費
用
と
時
間
が
か
か
る
。こ
こ
は
週
末
に
気
軽
に『
日

本
』
を
感
じ
ら
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

　

ス
タ
ジ
オ
は
21
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
時
は
新
型
コ

ロ
ナ
終
息
前
で
訪
日
が
難
し
く
、
人
気
に
火
が
つ
い
た
。

　

た
だ
、
総
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
金キ
ム

城ソ
ン

模モ

さ
ん
（
53
）
に

よ
る
と
、
オ
ー
プ
ン
前
は
周
囲
か
ら
「
や
め
た
方
が
い
い
」

と
の
忠
告
も
受
け
た
。
開
設
準
備
を
進
め
て
い
た
19
年
、
日

本
の
対
韓
輸
出
規
制
強
化
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
日
本
商
品

の
不
買
運
動
「
ノ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
起
き
た
か
ら
だ
。
し

か
し
金
さ
ん
ら
経
営
陣
の
意
志
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。「
日

本
文
化
が
好
き
な
人
は
多
く
、
い
ず
れ
社
会
の
空
気
も
変
わ

る
は
ず
だ
」
と
確
信
し
て
い
た
。

　

経
営
は
軌
道
に
乗
り
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
も
順
調
と
い
う
。

今
も
時
折
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ
る
歴
史
を
無
視
し
て

い
る
、
な
ど
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
「
政
治
的
な

非
難
は
気
に
し
て
い
な
い
」
と
意
に
介
さ
な
い
。

　

日
本
に
長
年
関
わ
っ
て
き
た
金
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
変
化

が
あ
る
。「
韓
国
人
は
、以
前
は『
日
本
に
行
っ
て
く
る
』だ
っ

た
の
が
、
最
近
は
『
福
岡
に
行
っ
て
く
る
』『
仙
台
に
行
っ

て
き
た
よ
』
と
言
う
人
が
増
え
た
。
訪
日
の
機
会
が
増
え
る

中
で
日
韓
が
同
じ
生
活
圏
の
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
、
日
本
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
」

　

日
本
か
ら
も
25
年
、
3
6
5
万
人
が
訪
韓
し
た
。
日
韓
は

今
後
も
、政
治
的
に
対
立
す
る
局
面
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
時
、
こ
う
し
た
日
韓
の
交
流
が
、
両
国
関
係
の
足
元

を
支
え
る
に
違
い
な
い
。

福岡　静哉

経
営
者
が
感
じ
る
韓
国
人
の
「
変
化
」


